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申申
告告
が
始
ま
り
ま
す

申
告
が
必
要
な
か
た

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
秋
田

市
に
住
ん
で
い
て
、
次
の
①
〜
④
の

い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
か
た

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
か
た
…
確
定
申
告
に
つ
い
て

は
、
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

平成20年度分

市
民
税

県
民
税

申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
が
不
要
な
か
た

申
告
会
場
と
日
程
は
４
ペ
ー
ジ
か
ら

□
印
鑑
と
申
告
書
…
申
告
書
は
会
場
に
も
用
意

し
て
あ
り
ま
す

□
給
与
、
公
的
年
金
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
か

た
は
、
平
成
19
年
分
の
源
泉
徴
収
票

□
事
業
や
不
動
産
に
よ
る
所
得
が
あ
っ
た
か
た

は
、
収
入
と
必
要
経
費
な
ど
が
わ
か
る
帳
簿

類
、
領
収
書
な
ど
…
収
支
内
訳
書
で
、
事
前

に
計
算
し
て
く
だ
さ
い

□
農
業
に
よ
る
所
得
が
あ
っ
た
か
た
は
、
農
協

な
ど
か
ら
の
平
成
19
年
産
米
穀
売
渡
証
明
書

と
各
種
証
明
書(

拠
出
金
、
補
償
金
な
ど
記

載
の
も
の)

…
収
支
内
訳
書
で
、
事
前
に
計

算
し
て
く
だ
さ
い

□
配
偶
者
に
所
得
が
あ
っ
た
か
た
は
、
そ
の
所

得
が
わ
か
る
書
類

□
平
成
19
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険

税
・
国
民
年
金
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
領

収
書
、
医
療
費
の
領
収
書
と
保
険
金
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
分
か
る
も
の
、
生
命

保
険
・
地
震
保
険
な
ど
の
控
除
証
明
書

□
障
害
者
控
除
を
受
け
る
か
た
は
障
害
者
手
帳

ま
た
は
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書(

下
の

枠
内
を
参
照)
。
い
ず
れ
も
写
し
可

①
平
成
19
年
中
に
次
の
所
得
が
あ
っ
た
か

た
…
自
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
に
よ

る
所
得
、
地
代
や
家
賃
な
ど
の
不
動
産

に
よ
る
所
得
、
非
上
場
株
式
の
配
当
所

得
、
生
命
・
損
害
保
険
の
満
期
・
解
約

に
よ
る
一
時
所
得
、
個
人
年
金
・
原
稿

料
・
講
演
料
な
ど
の
雑
所
得
、
土
地
・

建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得
な
ど

②
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
か
た
で
、

所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た

※
公
的
年
金
か
ら
所
得
税
が
天
引
き(

源
泉

徴
収)

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
税
務
署
に

確
定
申
告
が
必
要
で
す

③
サ
ラ
リ
ー
マ
ン(

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む)

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は

ま
る
か
た

・
平
成
19
年
中
に
退
職
し
、
そ
の
後
再
就

職
し
て
い
な
い
か
た

・
年
末
調
整
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
り
、

付
け
忘
れ
た
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
か
た

④
平
成
19
年
中
に
所
得
は
な
い
が
、
税
に

関
す
る
証
明
書
や
申
告
書
の
写
し
が
必

要
な
か
た

□
に
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
！

障
害
が
あ
る
高
齢
の
か
た
へ

介
護
・
高
齢
福
祉
課tel(

８
６
６)

２
０
６
９

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
交
付
し
ま
す

要
介
護(

要
支
援)

の
認
定
を
受

け
て
い
る
65
歳
以
上
の
か
た
は
、

認
知
症
や
老
化
な
ど
で
障
害
者
に

準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
と
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
交
付

さ
れ
、
市
・
県
民
税
や
所
得
税
の

申
告
の
と
き
に
障
害
者
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
書
の
申
請
は
、
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
か
た
の
印
鑑(

扶
養

親
族
な
ど
が
申
請
す
る
場
合
は
そ

の
か
た
の
印
鑑
も)

を
持
っ
て
、
介

護
・
高
齢
福
祉
課
、
河
辺
市
民
セ

ン
タ
ー
、
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

ど
う
ぞ(

申
請
書
は
秋
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す)

。

問 ※
各
種
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か

た
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

平成20年度に納めていただく市民税・県民税の
申告を２月７日(木)から３月17日(月)まで、各地
区の会場(４・５ページ参照)で受け付けます。
申告が必要なかたには、１月31日(木)に「平成

20年度分市民税・県民税申告書」をお送りしていま
す。同封している「申告の手引き」をよく読み、正しく記入し
て申告してください。税務署に所得税の確定申告をするかた
は、この申告は不要です。

２月７日(木) ３月17日(月)申告期間 ▼



収
　
　
入

所
　
得

課
税
所
得

所得控除

必要経費
など

給与所得者のかたは給与所得控除、公的年金等を受
けているかたは公的年金等控除を含みます

配
偶
者
の
パ
ー
ト
収
入
は
、
そ

の
金
額
が
96
万
５
千
円
以
下
で

あ
れ
ば
、
配
偶
者
自
身
に
市
民

税
・
県
民
税
は
か
か
り
ま
せ
ん

扶養控除や医療費控除などがあります

市民税・県民税の所得割額は、収入から必要経費などと所得控除
を引いた「課税所得」に10㌫の税率をかけた後、税額控除を引いて
出すんだ。自分が受けることができる控除は忘れずに申告しよう！

対象

×10％　ー税額控除 ＝税額
(所得割額)

※土地や建物の譲渡所得など、
分離課税による税率を除く

(※)

知ってお
きたい！

市民税・県民税のしくみ

平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
　
か
　
の
か
た

平
成
19
年
分
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
の
「
給

与
所
得
控
除
後
の
金

額
」
が
「
所
得
控
除
の

額
の
合
計
額
」
よ
り
大

き
く
、「
源
泉
徴
収
税
額
」

が
「
０
円
」
の
か
た

市
町
村
民
税
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
申
告
書
を
入
手

申
告
方
法

３
月
17
日
(月)
ま
で
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、

〒
０
１
０-

８
５
６
０
秋
田
市
役
所
市
民
税
課

tel(

８
６
６)
２
０
５
５

※
４
〜
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
申
告
相

談
会
場
に
も
提
出
で
き
る
ほ
か
、
対
象

の
か
た
は
、
確
定
申
告
書
と
一
緒
に
税
務

署
へ
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書(
A
か
B)

の
「
所
得
金
額
の
合
計
額(
A
な

ら
⑤
・
B
な
ら
⑨)

」
が
「
所
得

か
ら
差
し
引
か
れ
る
金
額
の
合
計

額(

A
20
・
B
25)

」
よ
り
大
き
く
、

「
A
22
・
B
27
欄
」
か
ら
「
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除(

A
24
・
B

30)

」
を
引
い
た
額
が
０
円
以
下

の
か
た

※
配
当
控
除
な
ど
が
あ
る
場
合
は
対

象
と
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

対
象

の
か
た
は
「
給
与
収
入
の
み
を
有

し
て
お
り
確
定
申
告
書
を
提
出
し
な
い
納
税

者
用
」、
対
象

の
か
た
は
「
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
納
税
者
用
」の
申
告
書
を
使
い
ま
す
。

▼
窓
口
で
入
手
…
市
民
税
課
、
土
崎
・
新
屋
支

所
、
ア
ル
ヴ
ェ
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
、
岩
見
三

内
・
大
正
寺
連
絡
所
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー

▼
市
民
税
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
…

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/fn/pt/

申
告
書(
対
象

の
か
た
は
源
泉

徴
収
票
も)
を
市
民
税
課
に
提
出

所得税の確定申告書Aの場合

給与所得の源泉徴収票

１２

20

24

22

０＞

市
民
税
課
個
人
市
民
税
担
当tel(

８
６
６)

２
０
５
５

河
辺
市
民
セ
ン
タ
ー
税
務
班tel(

８
８
２)

５
１
７
１

雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
税
務
班tel(

８
８
６)

５
５
４
０

問い合わせ

１

２

例

５

１

２

20700003 466 400

１

２

１

２

(住宅ローン控除など)
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平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
る
か
た

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
を

昨
年
の
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
所
得
税
額
が
減
っ
た
た
め
、
所
得
税

か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
引
き
き
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
税
源
移
譲
の
前
後
で
負
担
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
、
税
源
移

譲
に
よ
り
所
得
税
で
控
除
で
き
な
か
っ
た
分
を
翌
年
度
の
住
民
税
か

ら
控
除
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た(

税
の
還
付
で
は
な
く
減
額
で
す)

。
今

回
の
申
告
で
減
額
さ
れ
る
の
は
平
成
20
年
度
分
の
市
・
県
民
税
で
す
。

３
月
17
日

ま
で
！



２
月
７
日
(木)
▼
３
月
17
日
(月)

申
告
会
場
と
日
程

申
告
期
間

■各会場とも駐車場に限りがありますので、自家用車でのご来場はご遠慮願います。

市
民
税
・
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得(

３
ペ
ー
ジ
参
照)

に
対
し
、
今
年
の
１
月
１
日
現
在
に
お
住
ま
い

の
市
町
村
で
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
正
し
い
税
額
を
計
算
す
る
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
前
年
の
所

得
と
所
得
控
除
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
期
間
内
の
申
告
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
２
月
24
日
、
３
月
２
日
の
日
曜
日
は
、
サ
ン
パ
ル
秋
田
で
も
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。
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税理士がお答えします

確定申告無料相談
給与所得者、年金所得者、小企業の

事業所得者が対象です。所得計算・申
告書作成・消費税などの相談に、税理
士が無料で応じます。

東北税理士会tel(832)2331

と　き／２月15日(金)～17日(日)
午前９時～11時と
午後１時～３時に受け付け

ところ／秋田駅トピコ３階会議室
※来場者が多いため、相談
時間は１人１時間以内で

定申告をお忘れなく

平成19年分の所得税・贈与税・消費
税(個人事業者)の確定申告は、期限内
に行いましょう。
申告書は秋田南・北税務署、下記申

告書作成会場で受け付けます。受付時
間は平日の午前９時～午後４時。また、
国税庁ホームページから電子申告(e-tax)
もできます。http://www.nta.go.jp/

東北税理士会秋田南支部

と　き／２月22日(金)、
２月25日(月)～29日(金)
午前９時～午後４時

ところ／土崎支所３階　

東北税理士会秋田北支部

所得税　２月18日(月)～３月17日(月)
贈与税　２月１日(金)～３月17日(月)
消費税(個人事業者) ３月31日(月)まで

確

確定申告の
問い合わせ

秋田南税務署tel(832)4121秋
田北税務署tel(845)1161

申告受付期間

秋田南税務署の
申告書作成会場

秋田北税務署の
申告書作成会場

秋田県労働会館
「フォーラムアキタ」

セリオン２階
イベントホール

申
告
会
場
が
混
み

合
っ
て
長
時
間
お
待

た
せ
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
申
告
の
相

談
が
必
要
な
い
か
た
は
、
申
告
書

に
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
し
、

必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
市
か

ら
お
送
り
し
た
申
告
書
に
同
封
し

て
あ
る
返
信
用
封
筒
で
３
月
17
日

(月)
ま
で
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

「
郵
送
申
告
」
は
、
申
告
会
場

の
日
程
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
で

も
申
告
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。

郵
送
申
告
な
ら

待
ち
時
間
ゼ
ロ
！

▼
▼

▼
▼

▼
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【
競
技
団
体
推
薦
】

長
谷
川
和
子(

秋
田
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会)

【
地
区
体
育
協
会
推
薦
】

(

故)

正
木
修
治(

保
戸
野
地
区)

【
競
技
団
体
推
薦
】

高
橋
昭(

秋
田
市
陸
上
競
技
協
会)

佐
々

木
崇
裕(

秋
田
市
水
泳
協
会)

高
森
均(

秋

田
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会)

高
橋
薫(

秋
田
市
銃
剣
道
連
盟)

【
地
区
体
育
協
会
推
薦
】

二
階
堂
美
智
子(

泉
学
区)

武
藤
洪
平(

飯

島
南
地
区)

伊
藤
芳
高(

川
尻
地
区)

釜

田
猛(

土
崎
小
地
区)

鎌
田
照
平(

飯
島
地

区)●
水
泳
　
小
林
明
日
香(

山
王
中
学
校)

一
ノ
関
和
羽(

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学)

庄

司
有
太
・
山
下
誠
・
北
本
拓
也(

秋
田
ゼ

ロ
ッ
ク
ス)
及
川
真
沙
紀
・
赤
木
裕
加

子(

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル)

国
体
水
泳
競

技
成
年
男
子
400
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
チ
ー

ム
　
●
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
　
仙
葉
恭
輔(

城

南
中
学
校)

菅
原
李
奈(

聖
霊
中
学
校)

佐
賀
美
咲(

聖
霊
高
校)

平
田
京
美(

秋
田

県
体
育
協
会)

秋
田
市
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ

ン
サ
ー
ズ
　
秋
田
市
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会

チ
ー
ム
　
秋
田
ア
シ
ッ
ク
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

ク
ラ
ブ
　
国
体
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
少
年

男
子
フ
ル
ー
レ
チ
ー
ム
・
成
年
女
子
フ
ル

ー
レ
チ
ー
ム
　
秋
田
ク
ラ
ブ

●
陸
上
競
技
　
長
岩
大
樹(

秋
田
工
業
高

校)

相
馬
絵
里
子(

秋
田
和
洋
女
子
高
校)

吉
田
文
代(

秋
田
ゼ
ロ
ッ
ク
ス)

森
部
雅

文(

秋
田
い
す
ず
自
動
車)

米
津
毎(

オ
ー

ル
ホ
ン
ダ)

●
レ
ス
リ
ン
グ
　
利
部

裕
・
桑
原
一
直
・
菅
原
嶺
人
・
佐
藤
良

樹
・
菊
地
匠
・
小
林
雄
平(

秋
田
商
業
高

校)

齊
藤
信
之
介(

明
桜
高
校)

横
山
秀

和(

秋
田
商
業
高
校
教
諭)

吉
田
清
太

郎
・
鈴
木
元
康(

秋
田
消
防
署)

岩
崎
健

太(

オ
ー
ル
ホ
ン
ダ)

加
藤
陽
輔(

秋
田
商

業
高
校)

秋
田
商
業
高
校
レ
ス
リ
ン
グ

部
　
●
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
　
菊
地

雅
史(

男
鹿
海
洋
高
校)

保
坂
恵
輔(

秋
田

県
総
合
公
社)

●
ボ
ク
シ
ン
グ
　
関
俊

吾(

金
足
農
業
高
校)

●
剣
道
　
岩
川
力

(

秋
田
南
高
校)

国
体
剣
道
競
技
少
年
女

子
チ
ー
ム
・
少
年
男
子
チ
ー
ム
・
成
年
男

子
チ
ー
ム
　
秋
田
南
高
校
剣
道
部
　
第
38

回
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
剣
道
大

会
秋
田
選
抜
チ
ー
ム

●
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
　
松
田
慶
聖(

秋
田

市
役
所)

●
空
手
　
藤
元
経
大
・
小
野

秀
明(

秋
田
精
工
(株))

国
体
空
手
道
競
技

成
年
男
子
チ
ー
ム
　
●
新
体
操
　
国
体
新

(

故)

浅
利
悦
義

(

秋
田
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
元
副
会
長)

さ
ん

進
藤
進
さ
ん

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
指
導
に

尽
力
さ
れ
た
か
た
が
た
で
す

＝
功
労
賞
＝

長
年
に
わ
た
り
協
会
の
役
員

を
務
め
、
協
会
と
地
域
住
民

と
の
架
け
橋
と
し
て
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
発
展
に

尽
力
し
ま
し
た
。

国
体
や
全
国
高
校
総
体
な
ど
の

全
国
大
会
で
、
３
位
以
上
の
成

績
を
収
め
ま
し
た

(

秋
田
市
中
学
校
体
育
連
盟
会
長)

吉
野
東
八
郎

(

高
清
水
地
区
体
育
協
会
会
長)

さ
ん

和
賀
芳
宏

(

秋
田
市
体
育
協
会
常
任
顧
問)

さ
ん

【
競
技
団
体
推
薦
】

【
地
区
体
育
協
会
推
薦
】

【
市
体
育
協
会
推
薦
】

(

以
下
敬
称
略)

ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
の
実

施
、
国
体
の
開
催
準
備
な
ど

の
業
務
に
携
わ
り
、
市
民
へ

の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興

に
貢
献
し
ま
し
た
。

伊
藤
君
男

(

秋
田
市
体
育
協
会
理
事)

さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
か
た
や
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
か
た
に
、
秋
田
市
体
育
協

会
か
ら
贈
ら
れ
る
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
。

今
年
度
は
秋
田
わ
か
杉
国
体
で
活
躍
し
た
選
手
、
チ
ー
ム

な
ど
395
人
、
50
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

(
財)
秋
田
市
体
育
協
会tel(

８
９
６)

５
３
３
１

選
手
の
育
成
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
振
興
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
か

た
が
た
で
す

普及
振興賞

普及
活動賞栄光賞

協
会
の
会
報
誌
の
発
行
に
取

り
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
情
報
を
市
民
へ
積
極
的
に

発
信
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
協
会
役
員

と
し
て
競
技
普
及
と
協
会
の

強
化
運
営
の
た
め
幅
広
い
活

動
を
行
い
、
組
織
の
発
展
に

貢
献
し
ま
し
た
。

連
盟
の
機
構
改
革
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
へ

の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に

尽
力
し
、
競
技
力
向
上
と
底

辺
拡
大
に
貢
献
し
ま
し
た
。

平成19年度



体
操
競
技
少
年
女
子
チ
ー
ム
・
少
年
男
子

チ
ー
ム
　
●
ラ
グ
ビ
ー
　
国
体
ラ
グ
ビ
ー

競
技
少
年
男
子
チ
ー
ム
・
成
年
男
子
チ
ー

ム
　
●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
国
体
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
競
技
少
年
女
子
チ
ー
ム
・
成
年
男
子

６
人
制
チ
ー
ム
　
●
山
岳
　
国
体
山
岳
縦

走
競
技
少
年
男
子
チ
ー
ム
　
●
銃
剣
道

国
体
銃
剣
道
競
技
少
年
男
子
チ
ー
ム
・
成

年
男
子
チ
ー
ム
　
●
体
操
　
国
体
体
操
競

技
成
年
女
子
チ
ー
ム
・
成
年
男
子
チ
ー
ム

●
柔
道
　
国
体
柔
道
競
技
成
年
女
子
チ
ー

ム
・
成
年
男
子
チ
ー
ム
　
●
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
　
国
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

成
年
女
子
チ
ー
ム
・
成
年
男
子
チ
ー
ム

●
テ
ニ
ス
　
国
体
テ
ニ
ス
競
技
成
年
女
子

チ
ー
ム
　
●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
国
体
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
競
技
成
年
男
子
チ
ー
ム
　
●
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
　
国
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

成
年
男
子
チ
ー
ム
・
成
年
女
子
チ
ー
ム

●
軟
式
野
球
　
国
体
軟
式
野
球
競
技
成
年

男
子
一
般
Ｂ
チ
ー
ム
　
●
卓
球
　
国
体
卓

球
競
技
成
年
男
子
チ
ー
ム
　

●
陸
上
競
技
　
佐
々
木
佳
美(

山
王
中
学

校)

八
鍬
政
之(

秋
田
ゼ
ロ
ッ
ク
ス)

●
新
体
操
　
深
瀬
菜
月(

秋
田
東
中
学
校)

●
水
泳
　
庄
司
有
太(

秋
田
ゼ
ロ
ッ
ク
ス)

堀
家
未
央
・
及
川
真
沙
紀
・
遠
藤
美
裕
紀

(

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル)

●
レ
ス
リ
ン
グ

岩
崎
健
太(

オ
ー
ル
ホ
ン
ダ)

織
山
昭
仁

(

城
東
消
防
署)

太
平
洋
石
油
販
売
(株)
秋

田
支
店
レ
ス
リ
ン
グ
チ
ー
ム
　
秋
田
市
役

所
レ
ス
リ
ン
グ
部
　
●
柔
道
　
秋
田
大
学

柔
道
部
　
●
卓
球
　
秋
田
卓
球
会
館
ク
ラ

ブ
　
●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
秋
田
銀
行

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
　
Ｊ
Ｒ
東
日

本
秋
田
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
　

●
卓
球
　
三
浦
拓
郎(

泉
中
学
校)

友
利

高
侑
・
渡
部
匡
哉(

県
立
聾
学
校)

仁
村

隆
司
　
高
橋
順
子
　
長
澤
源
一
　
北
條
貞

次
郎
　
石
黒
昭
夫
　
石
塚
三
雄
　
田
村
一

郎
　
川
村
保
　
三
浦
政
三
　
長
谷
川
正
春

●
陸
上
競
技
　
佐
藤
鈴
花(

栗
田
養
護
学

校)

佐
藤
照
幸
・
岡
部
祐
介(

県
立
聾
学

校)

木
元
ア
ツ
子
　
三
浦
松
子
　
加
藤

千
賀
　
●
水
泳
　
須
釜
健
一
　
佐
藤
留
梨

豊
嶋
卯
一
　
茂
呂
邦
夫
　
嵯
峨
幸
　
中
田

和
明
　
松
田
尚
之
　
●
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
　
小
林
利
美
　
保
坂
一
男
　
榊
田
敏

之
　
白
瀬
亀
治
　
岩
井
真
人
　
●
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
　
鈴
木
清
隆
　
●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
　
第
７
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
・
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

●
レ
ス
リ
ン
グ
　
吉
川
貴
紘(

東
小
学
校)

木
谷
颯
斗
・
木
谷
柊
斗(

八
橋
小
学
校
）

山
田
修
太
郎(

旭
北
小
学
校)

佐
藤
聖

華
・
佐
藤
旭
・
柿
崎
潤
人(

高
清
水
小
学

校)

駒
野
ほ
の
か
・
藤
井
柊
太(

保
戸
野

小
学
校)

鈴
木
花
奈
・
鈴
木
里
奈(

桜
小

学
校)

�
田
侑
玄(

下
新
城
小
学
校)

江

橋
優
希
・
山
添
喜
大(

港
北
小
学
校)

●
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
　
小
笠
原
和(

大
住
小

学
校)

菅
原
海
凪(

港
北
小
学
校)

岡
部

麻
衣(

仁
井
田
小
学
校)

松
渕
真
平
・
高

橋
優
月(

外
旭
川
小
学
校)

仙
葉
恭
輔(

城

南
中
学
校)

菅
原
李
奈(

聖
霊
中
学
校)

秋
田
市
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ン
サ
ー
ズ
　
秋
田

市
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
チ
ー
ム
　
●
新
体

操
　
松
井
香
菜
子(

寺
内
小
学
校)

七
尾

真
結(

明
徳
小
学
校)

進
藤
み
の
り(

山
王

中
学
校)

●
体
操
　
遠
藤
芽
生(

御
所
野

小
学
校)

大
友
さ
つ
き(

城
東
中
学
校)

大
坂
谷
勇
輝(

勝
平
中
学
校)

笹
渕
海
沙

希
・
神
宮
美
里(

聖
霊
中
学
校)

●
水
泳

中
島
和
俊
・
中
島
夏
希(

秋
大
附
属
小
学

校)

小
林
明
日
香(

山
王
中
学
校)

石
井

亨(

御
野
場
中
学
校)

上
島
美
咲(

秋
田
東

中
学
校)

鹿
糠
志
帆(

秋
大
附
属
中
学
校)

小
山
喜
子
・
小
山
雅
子(

秋
田
西
中
学
校)

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
水
泳
チ
ー

ム(

女
子
400
㍍
リ
レ
ー
・
メ
ド
レ
ー
リ
レ

ー)

●
野
球
　
港
北
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
　
●
剣
道
　
桜
中
学
校
男
子
剣
道
部

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
山
王
中
学
校
女
子
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部

栄
光
賞
以
外
の
全
国
大
会
で

３
位
以
上
の
成
績
を
収
め
ま
し
た

身
体
に
障
害
の
あ
る
か
た
の
全
国
大
会

や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
全
国
大
会
で

３
位
以
上
の
成
績
を
収
め
ま
し
た

小
中
学
生
が
全
国
大
会
で
３
位
以

上
、
中
学
生
が
東
北
大
会
で
１
位

の
成
績
を
収
め
ま
し
た

秋田わか杉国体で優勝した、新体操競技少年女子
チームは栄光賞を受賞

優良賞

優秀賞

奨励賞

秋田わか杉国体で優勝した、柔道競技成年
男子チームは栄光賞を受賞

広報あきた ２月１日号07
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良
き
友
こ
そ
人
生
最
大
の
財
産
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
す
。

身
近
な
友
人
の
訃ふ

報ほ
う

に
接
す
る
年
代
に

入
り
、
あ
ら
た
め
て
古
き
良
き
友
が
い
か

に
大
切
な
存
在
で
あ
る
か
に
気
が
つ
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
末
に
還
暦
祝
い
と
い
う
こ
と
で
中

学
の
同
期
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
県
外

在
住
の
同
期
生
も
多
い
中
で
、
予
想
を
上

回
る
高
い
出
席
率
と
な
り
、
思
い
出
話
が

尽
き
な
い
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

私
の
年
代
は
団
塊
の
世
代
、
中
学
は
一

学
級
五
十
人
強
、
一
学
年
九
ク
ラ
ス
、
四

百
五
十
人
と
い
う
マ
ン
モ
ス
校
で
し
た
。

ち
な
み
に
現
在
は
、
一
学
年
三
ク
ラ
ス
、

百
二
十
人
程
度
と
、
少
子
化
極
ま
る
と
い

う
状
態
で
い
さ
さ
か
寂
し
い
限
り
で
す
。

今
で
も
中
学
時
代
の
同
期
の
ご
く
ご
く

親
し
い
十
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
、
月
一
回

近
況
を
語
り
合
い
な
が
ら
の
「
飲
み
会
」

を
開
き
、
積
み
立
て
制
で
年
に
一
回
の
さ

さ
や
か
な
一
泊
旅
行
会
を
催
し
て
い
ま
す
。

三
十
年
以
上
も
続
い
て
い
る
会
で
、
会

の
名
前
は
、
誰
が
付
け
た
か
、
な
ん
と

「
白
百
合
会
」
と
い
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
の
予

約
も
こ
の
名
前
で
取
り
ま
す
の
で
、
着
い

た
際
に
は
フ
ロ
ン
ト
か
ら
、
お
よ
そ
白
百

合
と
は
ほ
ど
遠
い
む
さ
苦
し
い
親
父
集
団

を
目
に
し
、
怪け

訝げ
ん

な
顔
を
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
し
て
や
っ
た
り
と
一
同
大
笑

い
と
い
う
の
が
最
近
の
常
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
職
も
立
場
も
違
う
友
人
同
士

で
、
お
互
い
遠
慮
会
釈
な
し
に
好
き
な
こ

と
を
言
い
合
う
飲
み
会
ほ
ど
楽
し
い
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
長
と
は
い
っ
て
も
、

友
人
仲
間
で
は
「
た
だ
の
人
」、「
お
め
ぇ

太
っ
て
、
生
意
気
そ
な
顔
な
っ
た
ど
」「
悪わ

り
政
治
家
い
る
ど
も
、
お
め
ぇ
悪
り
ご
と

せ
ば
だ
め
だ
ぞ
」
と
い
う
具
合
で
す
。

市
長
職
を
続
け
て
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
人
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
言
わ
れ
、
時
々
「
ム
ッ
」
と
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
親
し
い
友
か
ら
の
忠
告

め
い
た
言
葉
は
抵
抗
な
く
心
に
入
っ
て
い

き
ま
す
。
真
に
友
を
思
う
心
は
神
仏
の
忠

告
だ
と
思
っ
て
、
何
か
と
言
い
返
す
こ
と

も
間
々
あ
り
ま
す
が
、
素
直
に
聞
く
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
た
び
の
同
期
会
に
あ
た

り
消
息
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
一

割
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
我
が

白
百
合
会
で
も
、
当
初
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

三
人
が
鬼
籍
に
入
り
ま
し
た
。

三
人
と
も
か
け
が
え
の
な
い
素
晴
ら
し

い
友
で
し
た
。
月
一
回
の
飲
み
会
に
は

時
々
、
残
さ
れ
た
奥
さ
ん
方
に
も
参
加
し

て
も
ら
い
、
立
派
に
成
長
さ
れ
た
子
ど
も

さ
ん
の
話
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

人
情
が
薄
ま
り
乾
い
た
時
代
、
先
行
き

不
透
明
な
不
安
な
時
代
と
い
わ
れ
る
昨
今
、

何
で
も
率
直
に
語
り
合
え
る
良
き
友
を
持

つ
こ
と
は
、
数
少
な
い
幸
せ
づ
く
り
の
要

件
の
ひ
と
つ
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

我
が
良
き
友
よ

秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の
内容などをお伝えしています。
http://www.city.akita.akita.jp/

これからも続く友情大切に(新成人のつどいで)

市長●佐竹敬久



女性消防団員として
活動しませんか
あなただからできる、あなたしかで

きない、やりがいのある消防団活動に
取り組んでみませんか。
採用は平成20年４月１日付けで、秋

田市消防団本部所属となります。採用
予定人数は５人です。

●
秋
田
市
在
住
で
、
昭
和
38
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
性

●
健
康
明
朗
で
防
災
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
る
か
た

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及

指
導
、
住
宅
防
火
診
断

●
応
急
手
当
の
普
及
指
導

●
消
防
団
各
種
行
事
へ
の
参
加

※
月
１
〜
２
回
程
度
を
予
定
し

て
い
ま
す

①
報
酬
▼
年
額
２
万
４
０
０
円

②
出
動
費
用
▼
１
回
に
つ
き
２
千

８
０
０
円(

行
事
な
ど
も
含
む)

③
女
性
消
防
団
員
と
し
て
の
被
服

一
式(

帽
子
、
制
服
、
活
動
服
、

靴
な
ど)

は
お
貸
し
し
ま
す

④
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報
奨
金

(

５
年
以
上
勤
続)

制
度
な
ど
が

あ
り
ま
す

〒
０
１
０-

０
９
５
１

秋
田
市
山
王
一
丁
目
１-

１

市
消
防
本
部
総
務
課

tel(

８
２
３)

４
０
０
０

２
月
４
日
(月)
か
ら
22
日
(金)(

必
着)

ま
で
、
市
消
防
本
部
、
各
消
防
署
、

分
署
、
出
張
所
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、「
地
域
と
消

防
団
」
と
題
し
た
小
論
文(

400
字
詰

め
原
稿
用
紙
３
枚
以
内)

を
添
付

し
、
市
消
防
本
部
総
務
課
へ
直
接

ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
市
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.

jp/city/fr/

対象主な活動待遇

応募方法 その他

採
用
は
書
類
と
面
接
に
よ
り
選
考

し
ま
す
。
面
接
日
時
は
３
月
上
旬
。

詳
し
く
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

申し込み
問い合わせ

防火指導●広報活動●応急手当の普及

２
月
５
日
(火)
▼
土
崎
公
民
館
、
午
後
６
時
30
分
か
ら

２
月
７
日
(木)
▼
南
部
公
民
館
、
午
後
６
時
30
分
か
ら

２
月
12
日
(火)
▼
泉
地
区
コ
ミ
セ
ン
、
午
後
６
時
30
分
か
ら

２
月
14
日
(木)
▼
秋
田
テ
ル
サ
、
午
後
６
時
30
分
か
ら

２
月
18
日
(月)
▼
市
役
所
正
庁
、
午
後
６
時
30
分
か
ら

特別用途地区の都市計画
に関する説明会を開催

特別用途地区の詳しい配置は、市ホーム
ページでご確認ください。
http://www.city.akita.akita.jp/city/ur/im/

準工業地域における

■
日
時
と
会
場

特別用途地区…特別の目的を果
たすため、建築物の用途にかか
わる規制を強化(緩和)する地区

都市計画課tel(866)2152問い合わせ

市
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
関
す
る
施
策
を
進
め
、

都
市
機
能
の
分
散
を
抑
え
た
「
コ
ン
パ
ク
ト
で
成
熟
し
た
市

街
地
形
成
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
の
作
成
に
合
わ
せ
、
準
工
業
地
域
に
お
い
て
、

大
規
模
集
客
施
設(

床
面
積
１
万
平
方
㍍
を
超
え
る
店
舗
、
飲

食
店
、
遊
技
場
な
ど)

の
立
地
を
制
限
す
る
「
特
別
用
途
地
区
」

を
定
め
る
都
市
計
画
決
定
の
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

左
記
の
日
程
で
「
特
別
用
途
地
区
」
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
か
た
は
都
合
の
よ
い
会
場

へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

広報あきた ２月１日号09
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今
月
納
期
の
市
税
は
固
定
資
産
税
第
４
期

と
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
で
す
。
納
期
限

は
２
月
29
日
(金)
で
す
。
市
税
の
納
付
に
は
、

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ納

税
課tel(
８
６
６)

２
０
５
９
　

国
保
年
金
課tel(
８
６
６)

２
１
８
９

市
で
は
、「(

仮
称)

北
部
地
域
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
建
設
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
で
の
地
域
の
意
見
を
踏
ま
え
、
セ
ン

タ
ー
機
能
な
ど
の
素
案
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
素
案
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開

き
ま
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

２
月
８
日
(金)

午
後
２
時
〜
３
時
▼
チ
ャ
レ

ン
ジ
オ
フ
ィ
ス
あ
き
た
３
階
多
目
的
室

午
後
６
時
〜
７
時
▼
将
軍
野
地
区
コ
ミ
セ
ン

２
月
９
日
(土)

午
前
10
時
〜
11
時
▼
飯
島
地
区
コ
ミ
セ
ン

午
後
２
時
〜
３
時
▼
下
新
城
地
域
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
・
地
域
分
権
推

進
室tel(

８
６
６)

２
０
３
７

千
秋
公
園
活
性
化
協
議
会
で
は
、
千
秋
公

園
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
市
民
や
観
光
客
の
み
な
さ
ん
に
気
軽
に

足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
千
秋
公
園
情

報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
【
堀
端
通
信
】
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
千
秋
公
園
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
や
催
し
物
、
さ
く
ら
や
つ
つ
じ
の
開
花

情
報
な
ど
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
登
録

は
秋
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ど
う
ぞ
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/

ur/pc/m
ail-m

aga.htm

●
問
い
合
わ
せ
　
千
秋
公
園
活
性
化
協
議
会

事
務
局(

公
園
課
内)tel(

８
６
６)

２
１
５
４

E
メ
ー
ルro-urpc@

city.akita.akita.jp
食
中
毒
な
ど
、
飲
食
物
を
原
因
と
し
た
衛

生
上
の
健
康
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
食
品

衛
生
法
に
基
づ
き
、「
平
成
20
年
度
秋
田
市

食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画(

案)

」
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
案
に
対
す
る
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
場
所

市
保
健
所
衛
生
検
査
課
、
市
民

相
談
室
、
食
肉
衛
生
検
査
所
　

衛
生
検
査
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/hl/ex/

食
肉
衛
生
検
査
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/w

fm
t/

募
集
期
間

２
月
１
日
(金)
〜
29
日
(金)

提
出
方
法

ご
意
見
、
住
所
、
氏
名(

団

体
・
企
業
の
場
合
は
団
体
名
と
代
表
者
氏

名)

、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
市
保
健
所
衛

生
検
査
課
ま
で
お
持
ち
に
な
る
か
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

意
見
提
出
先

〒
０
１
０
｜

０
９
７
６
秋
田

市
八
橋
南
一
丁
目
８
｜

３
　
衛
生
検
査
課
　

フ
ァ
ク
ス(

８
８
３)

１
３
４
４
　

E
メ
ー
ルro-hlex@

city.akita.akita.jp

●
問
い
合
わ
せ

市
保
健
所
衛
生
検
査
課

tel(

８
８
３)

１
１
８
１

中
央
卸
売
市
場(

外
旭
川
字
待
合
28)

の
関
連

事
業
用
店
舗
で
、
食
料
品
・
雑
貨
・
資
材
な
ど

を
販
売
す
る
関
連
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
お
住
ま
い
で
食
料
品
・
雑

貨
・
資
材
な
ど
の
販
売
業
を
２
年
以
上
営
ん

で
い
る
か
た

●
申
し
込
み
　
２
月
29
日
(金)
ま
で
中
央
卸
売

市
場
市
場
管
理
室tel(

８
６
９)

５
２
２
２

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

北
部
地
域
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
建
設
基
本

計
画
の
説
明
会

２
市
税
の
期
限
内
納
付
に

ご
協
力
を

１

５
中
央
卸
売
市
場
の

関
連
事
業
者
を
募
集

職につながる無料セミナー！…コールセンター業務やパソコン操作、ビジネスマナーについて学びます。
２月26日(火)～３月６日(木)、秋田テルサで(託児あり)。申し込みは秋田地域雇用創造協議会tel(896)7091

４
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画

に
対
す
る
ご
意
見
募
集

２月11日(月)の「建
国記念の日」は、家庭
ごみのみ収集します。
収集日にあたって

いる地区のかたはお
忘れなく。

建国記念の日の
ごみ収集

環境業務課
tel(863)6631

問い
合わせ

３
千
秋
公
園
情
報
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
の
ご
利
用
を

人口 20.１.１現在

●人口／329,287人(－166)
●男／155,781人(－111)
●女／173,506人(－55)
12月分・出生 202人

・死亡 288人
・転入 442人
・転出　 522人

（ ）内は前月比

●世帯／132,665世帯(－７)



１月１日現在、市内に住所があり、平成
19年度の市県民税が全員非課税の世帯
のうち、次のいずれかに該当する世帯

高
齢
に
よ
る
心
身
機
能
の
低
下
な
ど
で
、

自
主
的
に
運
転
免
許
を
返
納
し
て
「
運
転
経

歴
証
明
書
」
を
取
得
し
た
65
歳
以
上
の
か
た

を
対
象
に
、「
運
転
免
許
返
納
高
齢
者
割
引
タ

ク
シ
ー
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
タ
ク

シ
ー
利
用
時
に
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
を
提

示
す
る
と
、
乗
車
運
賃
が
１
割
引
き
に
な
り

ま
す
。
県
内
す
べ
て
の
タ
ク
シ
ー
で
利
用
で

き
ま
す
。

「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
交
付
申
請

運
転

免
許
を
返
納
し
た
後
、
１
か
月
以
内
に
、
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
、
各
警
察
署
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
交
付
手
数
料
は
千
円
で
す
。

※
警
察
署
で
申
請
す
る
場
合
は
顔
写
真(

縦

３
セ
ン
チ
×
横
２
・
４
セ
ン
チ)

が
必
要
で

す
。
交
付
ま
で
約
１
週
間
か
か
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
中
央
警
察
署

tel(

８
３
５)

１
１
１
１

秋
田
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
が
一

部
改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
(火)
か
ら
す
べ
て
の

加
入
者
の
掛
金
な
ど
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
２
月
15
日
(金)(

必
着)

ま
で
に
市
障
害

福
祉
課
へ
新
規
加
入
の
申
し
込
み
を
す
る
か

た
は
３
月
31
日
(月)
付
け
の
加
入
と
な
り
、
３

月
分
の
掛
金
の
み
改
正
前
の
額
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

県
障
害
福
祉
課tel(

８
６
０)

１
３
３
１
　

市
障
害
福
祉
課tel(

８
６
６)

２
０
９
３
　

市
で
は
、
地
域
の
足
で
あ
る
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
の
利
用
状
況
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

「
秋
田
市
公
共
交
通
政
策
ビ
ジ
ョ
ン(

仮
称)

」

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、「
バ
ス
等
公
共
交
通

に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い
ま
す
。

２
月
中
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
が
届
い
た

か
た
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象
者

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
16
歳
以
上
の
市
民
か
ら
無
作
為
に
選

ん
だ
２
千
500
人
　

回
答
方
法

同
封
の
返
信
用
は
が
き
に
書
い

て
投
函
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

tel(

８
６
６)

２
１
５
２

７
秋
田
県
心
身
障
害
者

扶
養
共
済
掛
金
等
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

市役所、市保健所健康管理課、土崎・新屋支
所、アルヴェ市民サービスセンター、河辺・
雄和市民センター、岩見三内・大正寺連絡所、
各地域センター

受付窓口

問い合わせ

※　　　 とも、１月１日現在、世帯全員が社会
福祉施設や医療機関に入所または入院してい
る場合を除く

①高齢者世帯
・満65歳以上のかた(昭和18年１月２日以前
生まれ)のみの世帯
②障害者世帯
・身体障害者手帳１級または２級のかたがいる世帯
・療育手帳Aのかたがいる世帯
・精神障害者保健福祉手帳１級のかたがいる世帯
③ひとり親世帯
・母親または父親と満18歳以下の児童(平成元
年４月２日以降生まれ)のみの世帯

高齢者世帯…介護・高齢福祉課tel(866)2095
障害者世帯…障害福祉課tel(866)2093
市保健所健康管理課tel(883)1180
ひとり親世帯…児童家庭課tel(866)2094
生活保護世帯…保護第一課、保護第二課

tel(866)2096

灯油価格が大幅に値上がりしていることか
ら、在宅で生活する低所得の高齢者世帯など
へ、緊急支援として灯油代を助成します。

対象となるかた

生活保護世帯
・１月１日現在で生活保護を受けている世帯

１

２

助成額

１世帯あたり5,000円を口座振り込み
申請方法

対象となる世帯には１月下旬に申請書をお送
りしています。世帯状況によっては対象とな
らない場合もあります。申請書は３月10日
(月)まで市役所福祉総務課へ郵送するか、受
付窓口へ直接お持ちください。申請書は受付
窓口、市ホームページでも入手できます。
http://www.city.akita.akita.jp/city/wf/oil.htm ８

「
バ
ス
等
公
共
交
通
に
関

す
る
市
民
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ン
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ト
」

に
ご
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を

６
運
転
免
許
を
返
納
し
た

高
齢
者
に

タ
ク
シ
ー
割
引
制
度

大森山動物園ミルヴェ館研修室で開催するサロンコンサー
トの出演者を募集します。プロ、アマチュア、音楽ジャンル
は問いませんが、飼育動物に影響のないものに限ります。演
奏を希望する日の４週間前までにお申し込みください。演奏
時刻は動物園の開園時間内です。電子ピアノは貸し出します
が、その他の楽器はご用意ください。コンサートを有料公演
とすることはできません。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ 大森山動物園tel(828)5508

１

◆高齢者世帯などに5,000円◆

灯油代を助成！

２
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おおむね60歳以上のかたが対象で
す。折り紙教室。参加無料。直接会
場へどうぞ。詳しくは飯島老人いこ
いの家へ。tel(845)3692
日時／２月７日(木)午前10時～正午
会場／飯島老人いこいの家

ヨガで柔軟な心と体作り。先着30人。
日時／２月13日(水)・27日(水)、３月
12日(水)、午後６時30分～８時
会場／サンパル秋田　受講料／無料
●申し込み　２月４日(月)午前９時か
ら女性学習センターtel(824)7764

②③の申し込みは、いずれもクアド
ームザ・ブーンへ。tel(827)2301
①展望風呂変わり湯 ２月10日(日)と
11日(月)は梅の香湯が楽しめます。
②２月の健康講座 アクアビクス、
エアロビクス、ストレッチなどを自
由に受講できます。受講日は２月の
火・水・金曜日。全日程受講可能な
フリーコースが4,200円、１日コース
が1,050円(いずれも入館料別)。

③水中歩行教室 日時／２月13日
(水)・27日(水)、午前10時～午後１時
料金／2,600円(昼食・入館料込。２
回受講5,000円。秋田駅からバス送迎
あり) 定員／先着各20人

すべて午前９時30分発。帰りはユフ
ォーレを午後３時30分に出発。無料。
秋田駅東口　２月12日(火)・19日
(火)・26日(火)
御所野(ＹＫＫバス停前) ２月13日
(水)・20日(水)・27日(水)
土崎駅前　２月14日(木)・28日(木)
●問い合わせ　秋田県健康増進交流
センターユフォーレtel(884)2111

「呼吸器の病気とリハビリテーショ
ン」と題して医師がお話しします。
無料。直接会場へどうぞ。詳しくは
市立秋田総合病院へ。tel(823)4171
日時／２月14日(木)午後１時～１時
30分　会場／市立病院２階講堂

寝たきりや認知症のかたなどを自宅
で介護しているかたの集まりです。
無料。直接会場へ。詳しくは在宅介
護者の集いの廣田さんtel(863)0935
日時／２月26日(火)午後１時30分～
３時　会場／市保健センター　

歯周病、むし歯など、歯の健康に関
する相談に歯科衛生士が応じます。
相談無料。電話で予約してください。
日時／２月25日(月)午前９時30分～
正午　会場／市保健センター
●申し込み　市保健所保健予防課

tel(883)1174

いきいきサロン

在宅
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護
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787万１千円
12月の家庭ごみなどの量は、基準年

度(平成14年度)と比べて1,129㌧減り、
貯金が130万３千円増えました。

今年度の環境貯金

６
か
月
連
続
で

増
え
た
よ
！

市では、家庭ごみの減量を進めるた
め、市職員が町内会やサークルの集ま
り、学校などに伺い「ごみ減量・分別出
前講座」を開催しています。
ごみの分別、ちょっと得する減量ポ

イントなどメニューはいろいろで、平
日の夜間、休日もお伺いします。少人
数でも、お気軽にご相談ください。

ごみ減量・分別出前講座
学校、町内会、サークルで！

健康

保健予防課tel(883)1174問い合わせ

不妊治療費を助成
夫妻の前年所得合計が730万円未

満のかたが対象です。秋田大学医
学部附属病院、設楽産婦人科内科
クリニック、市立秋田総合病院で
平成19年４月１日以降に体外受精、
顕微授精を受けた場合の治療費を
助成します。１回の治療につき10万
円まで(１年度あたり２回を限度)、
期間は通算５年間です。
申請時期は治療が終了した日の

属する年度内です。治療が終了し
たかたはお早めに申請してくださ
い。必要書類は秋田市ホームペー
ジからダウンロードできます。

※市外で受診しているかたは保健予防
課へお問い合わせください。

http://www.city.akita.akita.jp/city/
hl/pr/boshi/funinntiryou.htm

ユフォーレのシャトルバス

治療終了後はお早めに申請を

ごみ減量推進課
tel(866)2943

問い
合わせ

八郎湖は、干拓前は琵琶湖に次ぐ全国第２
位の面積を誇る湖でしたが、干拓後は富栄養
化が進みアオコが大量発生するなど、水が汚
れてしまいました。平成18年度の水質調査
では、全国の湖沼の中で３番目に汚れている
湖となっています。
そのため昨年12月11日に、国は八郎湖を

水をきれいにする対策が特に必要な指定湖沼
に指定しました。秋田市内では、八郎湖に流

れ込む馬踏川流域が指
定地域となっていま
す。市民のみなさんも
八郎湖の環境保全にご
協力をお願いします。

環境保全課tel(866)2075問い合わせ

干
拓
前
に
漁
業
で
使
わ

れ
た
「
う
た
せ
舟
」

八郎湖が
水質保全の
指定湖沼に

汚れた湖全国３位…

▲
▲

▲

マイバッグ活用の一例とし
て、ふろしきの活用術を学
びました(１月17日、ファ
ミサポ協力会員研修会で)



次のいずれかに該当するお子さんは、予診する
医師の参考として診断書が必要な場合もあります。
あらかじめ主治医とご相談ください。

心臓疾患・腎臓疾患・肝臓疾患・血液疾患・発
育障害などで治療や指導を受けている　
何らかの予防接種後２日以内に発熱・発疹・じ
んま疹などアレルギ－を思わせる異常があった　
予防接種接種液の成分(抗生物質、安定剤に使う
ゼラチン)に対してアレルギ－があると言われた
ことがある
けいれんを起こしたことがある　
免疫状態の異常を指摘されたことがある。また、
近親者に先天性免疫不全症のかたがいる

熱がある　　下痢をしている
重い急性疾患にかかっている　　予防接種でア
ナフィラキシ－(※)を起こしたことがある
その他医師が不適当と判断した場合

三種混合・二種混合・Ｂ型肝炎・日本脳炎・インフ
ルエンザの予防接種を受けたお子さん…６日以上の間
隔をあけてポリオを受けてください
ＢＣＧ・麻しん・風しん・水痘・おたふくかぜの予防
接種を受けたお子さん…27日以上の間隔をあけてポリ
オを受けてください
今回、ポリオを受けるお子さん…接種後、ほかの予防
接種まで27日以上の間隔をあけてください

受付時間　午後１時30分～２時15分
用意する物　母子健康手帳、ポリオ予診票
※予診票は母子健康手帳別冊に折り込んであります。受診
当日に記入し、別冊から切り離してお持ちください。予
診票をお持ちでないかたには、当日会場でさしあげます。

●他の予防接種との間隔

医
師
と
相
談
が
必
要
な
お
子
さ
ん

受
け
ら
れ
な
い
お
子
さ
ん

■家庭内のお子さんがポリオ予防接種を受ける時期
まれにポリオの予防接種を受けたお子さんから家庭内感
染するときがあるので、お子さんと同時期に。
■ポリオウィルス常在国に渡航するとき　
インド、アフリカ諸国など。

市保健所健康管理課tel(883)1179

昭和50～52年生まれのかたは、ポリオの免
疫を持っている割合が、他の年齢層に比べて
低いことがわかっています。右記の場合には、
再度、ポリオワクチンの予防接種を受けるこ
とをおすすめします。

この予防接種は、任意の予防接種(有料)です。実施日
は下記のとおり。各病院に直接お申し込みください。
●市立秋田総合病院tel(823)4171 毎月第３月曜日

(第３月曜日が閉院日の場合は第４月曜日)
●秋田組合総合病院tel(880)3000 毎月第３金曜日

昭和50～52年生まれのかたへ

問い合わせ

申
し
込
み

※アナフィラキシ－…通常、接種後30分以内に起こるひど

いアレルギ－反応。発汗、じんま疹が出る、吐き気、息

が苦しい、ショック状態になるなどの症状があります。

※混雑を避けるため、各地区の指定日にお受けください
(病気や他の予防接種との間隔など、やむを得ない事情があ
るときは、他の会場でも受けることができます)

※指定日にお子さんの年齢が３か月未満の場合、３か月にな
った日以降の会場で受けてください

※河辺・雄和地区以外は駐車場が狭いです(東部公民館はなる
べく車以外でお越しください。アルヴェの駐車場は有料)

★ポリオワクチンとは…急性灰白髄炎（小児マヒ）を予
防するワクチンです。国内でポリオの感染は報告され
ていませんが、インド、アフリカなどでは現在も流行
しています。これらの地域で日本人が感染する可能性
があるので、予防接種を受けておくことが大切です。

※１歳以上で２回目のポリオワクチンを受けるかた…
先に「麻しん風しんワクチン」を受け、27日以上の間
隔をあけてからポリオの予防接種をおすすめします。

ポリオワクチンは、生後３か月から７歳６か月までの
間に６週間以上の間隔をおいて２回飲んで完了します。
医師の診察もありますので、必ず保護者がお連れく

ださい。また、投与を受ける場合は保護者のサインが
必要です。
市から配られた「予防接種と子どもの健康」をお持

ちのかたは、それを読んでからお越しください。
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ー ２月27日(水)午前10時～
おはなし会　就学前の親子を対象
に絵本の読み聞かせ。２月19日(火)
午前10時30分～11時、アルヴェ子
ども未来センターで。

★保育所開放 ０歳～５歳の親子
が対象です。時間は午前９時45分
～11時(上北手は午前10時～11時)。
直接各保育所へどうぞ。
２月12日(火)
泉保育所tel(823)1626
河辺中央保育所tel(882)3056
２月13日(水)
土崎保育所tel(845)1571
牛島保育所tel(832)3045
岩見三内保育所tel(883)2555
戸島保育所tel(882)2989
２月19日(火)
保戸野保育所tel(823)6928
川尻保育所tel(823)3254
港北保育所tel(845)7166
寺内保育所tel(863)6253
２月20日(水)
上北手保育園tel(839)3595
★親子サロン　就園前の親子が対
象です。２月12日(火)午前９時45分
～11時、手形第一保育所で。直接
保育所へ。tel(834)0766
★読み聞かせの会　２月12日(火)午
前10時30分～11時、川口保育所で。
直接保育所へ。tel(832)4582
★ちょきぺたルーム　はさみ、の
りを使って親子で工作しよう。２
月19日(火)午前10時～10時50分、
川口保育所で。直接保育所へ。
★離乳食試食会 ０歳の親子が対
象。２月19日(火)午前９時45分～
11時、寺内保育所で。申し込みは
２月５日(火)から。tel(863)6253
★赤ちゃんルーム　将来のお父さ
ん、お母さんなどが対象です。０
歳児室で保育体験。離乳食試食会
も。２月20日(水)午前10時～11時、
保戸野保育所で。申し込みは２月
５日(火)から。tel(823)6928

子どもへのAED(自動体外式除細
動器)の使用練習など。
とき／２月６日(水)午前10時30分～
正午　ところ／こころん(泉北) 参
加費／500円　定員／10人
●申し込み　子どものファースト
エイド普及協会の佐々木さん

tel(868)1144

すこやか広面 就学前のお子さん
と保護者が対象です。おひな様作
りなど。２月４日(月)・18日(月)・25
日(月)、午前10時～11時30分、広
面児童館で。保険料１回１組50円。
直接会場へ。広面地区主任児童委
員の佐々木さんtel(832)2172
ほっぺの会 就学前のお子さんと保護
者が対象。２月５日(火)・19日(火)、午
前10時～正午、仁井田児童館で。無料。
直接会場へ。仁井田地区主任児童委員
の田近さんtel(839)5002
親子ビクス 会場はユースパル。
参加費１世帯500円。直接会場へ。
詳しくは子育て応援Seedの加賀谷
さんtel090-2880-5841
ベビー(生後６週～１歳) ２月８日
(金)・15日(金)・22日(金)、午前11時
～正午　キッズ(１歳～就園前) ２
月８日(金)・22日(金)、午前10時
～10時50分　ママビクス ２月15
日(金)午前10時～10時50分
キッズビクス　３歳～７歳のお子
さんが対象です。運動遊び。２月
８日(金)・15日(金)・22日(金)、午後
４時～４時50分、ユースパルで。
参加費１世帯500円。直接会場へ
どうぞ。詳しくは子育て応援Seed
の佐藤さんtel080-1841-8654
ひなたぼっこ　おもちゃ遊びなど。
希望者にはインストラクターによ
る親子の運動遊びも(１世帯200円)。
２月６日(水)・20日(水)、午前10時～
午後２時、大森山老人と子どもの
家で。参加費１世帯300円。直接会

場へ。詳しくは子育て応援Seedの
武田さんtel080-3324-7677
さくらっこクラブ 就園前のお子
さんと保護者が対象。２月８日(金)
午前10時～正午、桜児童センター
で。無料。直接会場へ。桜地区主
任児童委員の三浦さんtel(835)7307
あおぞらキッズ 就学前のお子さ
んと保護者が対象です。２月15日
(金)午前10時～11時30分、外旭川
児童センターで。無料。直接会場
へどうぞ。外旭川地区主任児童委
員の栗山さんtel(868)3688
スマイルキッズ　わらべ唄など。
２月18日(月)・25日(月)、午前10時～
11時30分、茨島地区コミセンで。
参加費１世帯300円。定員各20組。
申し込みは子育て応援Seedの鈴木
さんtel090-7334-3511
牛島っ子 就園前のお子さんと保
護者が対象。折り紙とお絵かき遊
び。２月20日(水)午前10時～11時
30分、南部公民館で。無料。直接
会場へ。南部公民館tel(832)2457
ルンルンひろば １歳～４歳のお
子さんとご家族が対象。リズム体
操など。２月15日(金)午前10時～11
時30分、東部公民館で。無料。定
員30組。申し込みは、２月４日(月)
午前８時30分から東部公民館へ。
tel(834)2206(当日の参加も可)

飯島幼稚園 ２歳から就園前の親子
が対象。ひな人形作り。２月６日
(水)午前９時30分～11時。無料。申
し込みは飯島幼稚園tel(846)2036
御所野幼稚園 就園前の親子が対
象です。ゆきまつりを楽しもう。
２月６日(水)午前10時30分～11時45
分。無料。防寒着を着て、直接幼
稚園へ。御所野幼稚園tel(826)1005
せいれい幼稚園 ２歳～４歳の就
園前の親子が対象。冬のおまつり
ひろば。２月14日(木)午前10時30
分～11時15分。無料。申し込みは、
せいれい幼稚園tel(835)5692

保
ほ

育
いく

所
しょ

で遊
あそ

ぼう！

あそびにおいで！

幼
よう

稚
ち

園
えん

においで！

新屋・勝平・下浜・豊岩・浜田地区の就学前のお子さん
と保護者が対象です。聖園学園短期大学の内藤裕子先生に
よる親子のレクリエーションや風船工作など。無料。直接
会場へ。詳しくは子ども未来センターへ。tel(887)5340

とき／２月９日(土)午前10時～正午
ところ／アトリエももさだ

西部地域わくわくこどもディ 児童手当を
受けているかたへ

２月の定期支払いは、２月７日(木)の予定
です。金額などの支払い内容は、10月にお送
りした支払通知書で確認してください。なお、
支払い内容に変更があった場合は改めて通知
します。市民課総務担当tel(866)2072

赤
あか

ちゃんと子
こ

どものための応
おう

急
きゅう

手
て

当
あて▼

▼

▼

▼
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個人通知はしませんので、母子
健康手帳別冊をよく読んで受診し
ましょう。なお、風邪や伝染性の
病気にかかっているときはご遠慮
ください。別冊をお持ちでないか
たは、保健予防課tel(883)1174、市
民課、土崎・新屋支所、アルヴェ
市民サービスセンター、河辺・雄
和市民センター、岩見三内・大正
寺連絡所へどうぞ。
■４・７・10か月児健康診査
４・７・10か月になった日から１
か月以内のお子さんを対象に、母子
健康手帳別冊に記載されている市内
の委託医療機関で行っています。
■１歳６か月児・３歳児健康診査
下表の対象月と地区割りを確認

し、ご自分の地区の日にどうぞ。
母子手帳別冊にある地区割りと会
場が一部変わっていますのでご注
意ください。都合が悪く、他の地
域の日に受けたい場合は保健予防
課へご連絡を。tel(883)1174
１歳６か月児健康診査　
母子健康手帳と別冊のアンケート
(記入して)、バスタオルをお持ち
ください。まだ受けていないかた
も、２歳未満だと受診できますの

で、保健予防課へご連絡ください。
３歳児健康診査　３歳６か月にな
るお子さんが対象。母子健康手帳
と別冊のアンケート(記入して)と尿
検査セット(尿を容器に採って)をお
持ちください。まだ受けていない
かたも、４歳未満だと受診できま
すので、保健予防課へご連絡を。

20歳以下の妊婦さんと20歳以下
でママになったかたが対象。同じ
年代の妊婦さんやママ同士で交流
しませんか。個別相談も。無料。
とき／２月25日(月)午前10時～正午
ところ／市保健センター
●申し込み　市保健所保健予防課

tel(883)1174

会場は市保健センター。いずれ
も市保健所保健予防課へ電話予約
が必要です。tel(883)1174
■マタニティ＆ママ相談
35歳以上の初妊産婦さんと20歳以
下の妊産婦さんの相談に助産師が
応じます。２月25日(月)午前10時～
11時45分
■育児相談 保健師、栄養士、歯

科衛生士が育児などの相談に応じ
ます。２月25日(月)午前10時～午後
３時30分

妊娠中や育児の相談に助産師が
応じます。無料。直接会場へ。詳
しくは秋田西武へ。tel(832)5111
とき／２月10日(日)正午～午後４時
ところ／秋田西武３階ベビー休憩所

市保健センターで開きます。離
乳食の進め方、食品の調理法、試
食など。お子さんと一緒にどうぞ。
受講無料。定員各25組。申し込み
は、２月５日(火)から市保健所保健
予防課へ。tel(883)1175
初期離乳食教室(生後４～５か月）
３月４日(火)午前10時～11時30分
後期離乳食教室(生後８～10か月）
２月18日(月)午前10時～11時30分

１歳から１歳６か月までのお子
さんと保護者が対象です。歯科衛
生士による歯みがき指導や栄養士の
講話など。無料。定員各20組。
とき／２月22日(金)、午前10時～11
時30分と午後１時30分～３時の２
回　ところ／市保健センター
●申し込み　市保健所保健予防課

tel(883)1174

いずれも無料。直接会場へ。子
ども未来センターtel(887)5340
かんたん工作“つくっチャオ”
就園前の親子が対象です。タイヤ
で動くおもちゃを作ろう。２月13
日(水)・27日(水)、午前10時30分～
11時30分、アルヴェ子ども未来セ
ンターで。
こんにちは広場　就園前の親子が
対象。手遊びや親子の遊びを楽し
もう。仁井田児童館 ２月19日(火)
午前10時30分～　下浜地域センタ

● 元気が大好き
育児コーナー

育 児

乳
にゅう

幼
よう

児
じ

健康
けんこう

診
しん

査
さ

離
り

乳
にゅう

食
しょく

教
きょう

室
しつ

へどうぞ

子
こ

ども未
み

来
らい

センターの催
もよお

し

西
せい

武
ぶ

の無
む

料
りょう

育
いく

児
じ

相
そう

談
だん

会
かい

ヤングプレママ＆ヤング
ママのおしゃべりルーム

１歳６か月児・３歳児健康診査の日程
受付時間 午後零時45分～１時30分

秋田市ファミリー・サポート・センターでは、利用会
員が急な用事や仕事のときにお子さんを預かってくれる
協力会員を募集しています。協力会員になるためには下
記の研修が必要です。受講・登録は無料。

市
し

保
ほ

健所
けんじょ

の無
む

料
りょう

相談
そうだん

むし歯予
ば よ

防
ぼう

教
きょう

室
しつ

・こんにち歯
は

！

フフ
ァァ
ミミ
ササ
ポポ

協
力
会
員
募
集

研修／２月18日(月)午前９時30分～午後４時30分、
アルヴェ４階洋室Cで

秋田市ファミリー・サポート・センターtel(887)5336
申し込み

▼

▼
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２/１(金) ２/５(火) ２/６(水) ２/12(火)
月～木　午前10時30分～

水～金　午後３時50分～
土 午後３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

15
分 ●２/24(日)７：30～ ABSおはよう秋田市長です「最新の市政情報を紹介」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
tel(866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後５ 時55分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ
］●雇用創出セミナー●明日のクリエーターたち～卒業制作展

エフエム秋田 ふれあい情報 月～金　午前10時55分～

エフエム椿台 午後スタ 毎週水　午後 ２時00分～ ●「広報あきた」から

太平山スキー場オーパス

幼稚園年長から小学６年生までのお子さんが対象です。
10日はスノボ、11日はスキー教室。初心者向けと経験者向
けクラスがあります。受講無料(用具レンタル料は実費)。
先着各10人。申し込みは、２月２日(土)午前９時から太平
山観光開発(株)へ。tel(827)2002

★キッズスキー＆スノーボードスクール

★雪上サッカーシュートに挑戦
(10:00～、14:00～、先着各回100人)
★スノーフラッグ大会(11:00～、先着各日50人)
★お楽しみ抽選会(12:00～、先着各日100人)
★親子ペアそりレース(13:00～、先着各日50組)
★雪上宝さがし大会(15:00～、先着各日50人)
●スノーモービル無料体験(11日のみ、10:00～16:00)

問い合わせ 太平山スキー場オーパスtel(827)2221

２月11日(月)午前11時～

●２分の１成人式　●昔の遊び　
●餅つき　●かまくらの資料展示

楢山太田町のなかよし遊園地
太田町町内会館

楢山かまくら保存会の
石郷岡さんtel(834)9677

問い合わせ

かまくらの前で餅つきも

２月10日(日)
11日(月)

豪華賞品をねらおう！(２日間)

午前10時～午後４時

ゲレンデのスターになれる！？

お
い
し
い

屋
台
も
あ
る
よ
！

２月10日(日)
午前10時～午後３時

アルヴェきらめき広場ほか

電気釣り堀や雪の結晶づくり、巨大
だるま落としなど、おもしろ体験がい
っぱい！　サイエンスショー(午前11
時～、午後１時30分～)、お子さんも
運転できる燃料電池カートもあるよ。

問 自然科学学習館tel(887)5330

冬もアルヴェで科学体験

かえっこバザール いらなくなった
おもちゃ、本、CＤを持ち寄って「か
えっこ」しよう。２月10日(日)午前10
時～午後４時、セリオン２階で。
ぺったん人形大会 豪華賞品あり。
参加費100円(セリオンぺったん人形
２個付き)。２月10日(日)午後１時～、
セリオン２階ちびっこ広場で。

問 セリオンtel(857)3381

セリオンは冬も楽しい！

２月16日(土)・17日(日)
午前10時～午後３時

秋田空港ビル１階ロビーほか

横手かまくら、湯沢犬っこまつり、
大館アメッコ市など、秋田の冬まつ
りが大集合！　雪の滑り台や雪玉的
当てゲーム(景品あり)で楽しもう。入
場無料。詳しくは、秋田空港ターミ
ナルビル(株)へ。tel(886)3366

秋田空港冬まつり

＊どんど焼きは、
16日(土)午後３時から行います

▼ ▼

●美短附属高等学院１・２年生展
●市民レポーターが紹介！
～移動図書館イソップ号
●秋田の小正月行事を紹介
～悪魔はらい・雄和寺沢

●市民レポーターが紹介！
①雄物川の屋形船
②スマイルボウリング
●秋田市ほっと情報
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子どもの心の成長と親の役割につい
て、子ども未来センター相談員の金
田昭三さんが話します。定員50人。
日時／２月13日(水)午前10時～正午
会場／東部公民館　参加費／無料
●申し込み　２月４日(月)午前８時30
分から東部公民館tel(834)2206

長崎宏子さんの講演、スポーツとま
ちづくりについての対談など。
日時／２月９日(土)午後１時30分～４
時30分　会場／秋田県社会福祉会館
(旭北栄町1－5) 参加費／無料
●問い合わせ　NPO法人秋田バリア
フリーネットワーク事務局

tel・ファクス(853)7470

「コンパクトなまちづくりと中心市街
地活性化～内外の成功事例に学ぶ」
をテーマに、宮城大学の横森豊雄教
授を招いてワークショップを開催。
無料。直接会場へ。詳しくは市議会
フォーラム21へ。tel(866)2199
日時／２月２日(土)午後２時～
会場／文化会館

呑百笑燦塾(どんびゃくしょうさんじ
ゅく)主宰の井上太さんの講演「地域
の融和と絆は笑いから～呑百笑燦で
人生楽しく」など。参加無料。
日時／２月14日(木)午後１時30分～
３時40分　会場／文化会館
●問い合わせ　秋田市社会福祉協議
会tel(862)7445

育て上げネット理事長の工藤啓さん
の基調講演「若者の自立にＮＰＯ等
民間が果たす役割」とパネルディス
カッション。無料。申し込みは秋田
県県民文化政策課へ。tel(860)1553
日時／２月11日(月)午後１時～４時
会場／アルヴェ２階多目的ホール(午
前10時から支援団体の活動紹介)

「消防防災」をテーマに、県内の消防
本部職員が意見発表します。２月15
日(金)午前10時30分～、アルヴェき
らめき広場で。問い合わせは、秋田
県消防長会事務局へ。tel(823)4000

講演会
こうえんかい

「孫
まご

とどう付
つ

き合
あ

う？」

２月14日(木) 18日(月)
(初日は午後１時から、最終日は午後５時まで)

アトリオン地下１階イベント広場

秋田市工芸品まつり

●秋田銀線細工　●杢目銅　●打刃物　●陶芸
●漆芸　●七宝焼　●グラスアート　●染織
●刺しゅう　●秋田蕗摺り　●秋田蕗張り

市内の工芸作家の手による工芸品を展示即売！　職人の技術、素朴な
味わいにぜひ触れてみてください。工芸品プレゼント(抽選)もあります。

工芸品づくり体験コーナー(銀の指輪・塗箸)
15日(金)から18日(月)までの４日間、午前10時30分～正午と午後１
時～３時30分の１日２回。材料費800円。お気軽にどうぞ。

午前10時～午後５時30分

催し物

消
しょう

防
ぼう

職
しょく

員
いん

意
い

見
けん

発
はっ

表
ぴょう

会
かい

地
ち

域福
いきふく

祉
し

活動合同研
かつどうごうどうけん

修
しゅう

会
かい

ねこの
飼い方教室

千秋美術館tel(836)7860問い合わせ

２月２日(土)～３月30日(日)
午前10時～午後６時(入館は５時30分まで)

一般700円 高・大学生500円 中学生以下無料観覧料

若者
わかもの

の自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

セミナー

人
ひと

にやさしいまちづくりinあきた

今
いま

こそ！まちづくりを考
かんが

えねば

工業労政課tel(866)2114問い合わせ

◆入場無料◆

「伝統的な絵画手法によって描かれた正統派のヨーロッ
パ絵画」をテーマに集められた長坂コレクションの宗教画、
世俗画、肖像画、風景画、風俗画など58点を紹介します。

「聖家族と幼い洗礼
者聖ヨハネ」マリア
ーノ・サルバドー
ル・マエーリャ

※２月23日(土)・24日(日)は休館

●ギャラリートーク
２月６日(水)・11日(月)、３月２日(日)、午後２時～

●記念講演会
①２月17日(日)午後２時～
バロックから近代へ：ヨーロッパ絵画の楽しみ
講師 千足伸行さん(成城大学教授、本展監修者)

②３月８日(土)午後２時～
ヨーロッパが見た《光》～《光》でめぐる欧州芸術史
講師 小宮正安さん(横浜国立大学准教授)

と　き／２月19日(火)
午後１時30分～３時30分

ところ／市保健所大会議室

ねこを取り巻く現状、ねことのつきあい方について話します。飼
い方や問題行動でお困りのかたはぜひどうぞ。ねこの同伴はできま
せん。参加無料。定員60人。

電話かＥメールで住所、氏名、電話番号、参加人数、相談
したいことを、２月13日(水)まで衛生検査課へ。
tel(883)1182 Eメール ro-hlex@city.akita.akita.jp

申し込み

～ヨーロッパ絵画・バロックから近代へ～

“みるか”
利用は３月まで

千秋美術館などに入館した
際にもらえる“みるか”カ
ードは、市の美術館など８
施設の入館料がそれぞれ１
回だけ２割引になるお得な
カードです。利用は３月末
まで。お持ちのかたは、ぜ
ひご利用を！

千秋美術館特別展

光のかなたへ

秋田蕗張皿

▼

▼
▼
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日時／２月12日(火)午前10時～正午
会場／土崎公民館　参加費／無料
●問い合わせ　土崎公民館

tel(846)1133

県生涯学習課、秋田県警少年サポー
トセンターの職員が子どもの携帯電
話利用について解説。受講無料。
対象／小・中学生の保護者　日時／
２月14日(木)午前10時30分～正午　会
場／サンパル秋田　定員／先着50人
●申し込み　電話かファクス、Ｅメ
ールで住所、氏名、電話番号を生涯
学習室へ。tel(866)2245
ファクス(866)2252
Ｅメール ro-edlf@city.akita.akita.jp

前能代市教育長の野中和郎さんが
「日本の神さま仏さま～日本の宗教
行事と背景を考える」と題して講演。
日時／２月14日(木)午前10時～正午
会場／南部公民館　参加費／無料
●申し込み　南部公民館

tel(832)2457

赤れんが郷土館で来館者の解説案内
を行うボランティアの養成講座です。
対象／18歳以上の女性　日時／２月
15日(金)・22日(金)、３月７日(金)・14
日(金)、午後１時30分～３時　会
場／赤れんが郷土館　
受講料／無料　定員／先着15人
●申し込み ２月５日(火)午前９時30
分から赤れんが郷土館tel(864)6851

「異常気象と雪国の生活の知恵」と
題し、秋田雪の会会長の奈良洋さん
が話します。無料。先着50人。
日時／２月17日(日)午後１時30分～
３時　会場／中央図書館明徳館　
●申し込み　２月５日(火)午前９時
から明徳館tel(832)9220

知ってるようで知らない天気予報の
世界を紹介。講師はウェザープラン
ニング代表取締役の石塚雅人さん。
日時／２月10日(日)午前９時30分～
11時30分　会場／チャレンジオフィ
スあきた(土崎の旧ガス局)
参加費／無料 定員／30人
●申し込み　２月９日(土)まで、(有)
ウェザープランニングtel(816)0246

会場は療護センターほくと(下新城
中野字街道端西11-1)。受講無料。
先着各10人。
福祉用具の活用術　在宅福祉用具と
活用術を紹介します。２月23日(土)
午後１時～４時
手話(聴覚障害について) 初歩の手
話を学びます。２月24日(日)、３月
２日(日)、午後１時30分～３時30分
●申し込み　電話かファクス、Ｅメ
ールで住所、氏名、電話番号を、２
月４日(月)午前９時から、障害者生
活支援センターほくとへ。
tel・ファクス(873)7804
Ｅメール hokuto7@rose.ocn.ne.jp

講師はあきたＮＰＯコアセンター理
事長の小西知子さん。定員30人。
日時／２月９日(土)午前10時～午後３
時　会場／遊学舎　参加費／500円
●申し込み　２月５日(火)までＮＰ
Ｏ法人あきたパートナーシップ

tel(829)5801

テーマは「快適生活のための管理組
合の取り組み」。受講無料。
対象／マンション居住者、所有者、
購入予定者　日時／２月23日(土)午
後２時～４時　会場／サンパル秋田　
●申し込み　２月15日(金)まで、秋田
県マンション管理士会tel(868)1383

次のかたが法務大臣から人権擁護委
員に委嘱されました。いじめや体罰、
家庭の問題などの相談に応じます。
■堀井道子さんtel(886)3078

出張ふれあい福祉相談 電話や面接
で心配事の相談に応じます。時間は
午前10時～午後３時。問い合わせは
市社福協へ。tel(862)7445
２月13日(水)＝河辺総合福祉交流セ
ンターで。相談電話tel(881)1205
２月27日(水)＝雄和ふれあいプラザ
で。相談電話tel(886)5071
ふれあい無料法律相談 法律、相続
などの相談に古谷薫弁護士が応じま
す。２月18日(月)午前10時～正午、
市老人福祉センターで。先着６人。
申し込みは２月８日(金)午前10時か
ら市社協ふれあい福祉相談センター
tel(863)6006(電話でのみ受付)
特許無料相談会 特許、実用新案、
商標などの相談に弁理士が応じます。
２月８日(金)・15日(金)、午前10時30分
～午後３時30分、県庁第２庁舎３階
の�発明協会秋田県支部で。申し込
みは同支部へ。tel(824)4282
障害児者総合相談会 身体・知的・
精神障害のあるかたやそのご家族な
どが対象です。生活や就労の相談に
生活支援センター職員が応じます。
２月17日(日)午後１時30分～４時、
遊学舎で。直接会場へどうぞ。詳し
くは竹生寮へ。tel(834)2577
職場のトラブル解決 不当解雇、職
場内いじめなどの相談に応じます。
労働局長による指導や助言も。問い
合わせ・相談は、秋田総合労働相談
コーナー(秋田労働基準監督署内)へ
どうぞ。tel(865)3671
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アルヴェ市民活動フェスタの活動紹介コーナーで

アルヴェ市民活動フェスタ
の展示ブースで、活動をＰＲしません
か。公益的な活動を行うグループが対
象です。展示パネル２枚とテーブル２
台が使えます。利用無料。15団体まで。
申し込み多数の場合は書類選考。

郵送、ファクス、Ｅメールのいずれかで、代表者の住所、
氏名、電話番号、ファクス番号、Ｅメールアドレス、団体
名、活動内容(できるだけ詳しく)、ＰＲ方法を書いて、２
月11日(月)(必着)まで、〒010-8506東通仲町４-１ 市民交流
サロンtel(887)5312 ファクス(887)5659
Ｅメール cosmo-space@alve.jp

あなたの市民活動ＰＲしませんか アルヴェ２階多目的ホールＰＲ�
２月24日(日)10:30～15:30
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政治、経済、文化、健康増進などを
学びます。定員30人。
対象／60歳以上のかた　日時／４月
12日(土)から第２土曜日の午後１時～
３時　会場／八橋老人いこいの家
会費／入学金500円、年会費2,500円
●申し込み　はがきに住所、氏名
(ふりがな)、生年月日、電話番号を
書いて、３月30日(日)まで、〒011-

0942秋田市土崎港東二丁目11-６
「秋田長生大学」工藤政治さん

tel(845)9558

うどんを作って、雪のテーブルで食
べよう。先着20人。秋田駅東口か
ら無料送迎バスが出ます。
対象／20歳以上のかた　
日時／２月29日(金)午前10時～午後
３時　会場／まんたらめ(仁別)
参加費／1,000円(昼食代含む)
●申し込み ２月４日(月)午前９時
から14日(木)まで、太平山自然学習
センターtel(827)2171

講師は洋画家の伊藤康夫さん。初心
者歓迎！　先着15人。
日時／２月16日(土)午後２時～４時
会場／千秋美術館　材料費／400円　
●申し込み　２月２日(土)午前10時
から千秋美術館tel(836)7860

イタヤ細工でオリジナル小箱づく
り。材料費1,300円。先着20人。
日時／２月26日(火)午前９時～午後
４時　会場／東部公民館　
●申し込み　２月４日(月)午前８時
30分から東部公民館tel(834)2206

土崎公民館で開きます。申し込みは、
２月４日(月)午前９時から土崎公民
館へ。tel(846)1133
ビーズでフォーマルアクセサリー作り
日時／２月13日(水)・15日(金)、午前
10時～正午　材料費／2 , 000円
定員／先着15人
和紙で立ちびな作り 日時／２月
21日(木)午前10時～正午　
材料費／500円　定員／先着25人　
職人が教えるお菓子作り 日時／２
月26日(火)午前10時～正午
材料費／300円　定員／先着24人

秋田テルサで開きます。時間は午前
10時～午後１時。申し込みは秋田
テルサへ。tel(826)1800
エビ料理イタリアン ２月13日(水)
受講料／1,900円　定員／24人

揚げカレーパン ２月15日(金)
受講料／1,700円　定員／16人　

絵巻寿司 ２月16日(土)
受講料／1,700円　定員／24人

ひな祭りデザート ２月18日(月)
受講料／1,700円　定員／16人

海鮮キムチ ２月22日(金)
受講料／1,800円　定員／20人

いちごロールケーキ ２月27日(水)
受講料／1,900円　定員／12人

絵巻寿司 ２月29日(金)
受講料／1,700円　定員／20人

エクセルで表計算　Excel2000使用。
基本的な日本語入力、マウス操作の
できる初心者が対象です。受講無料。
定員10人(抽選)。
日時／２月16日(土)午前９時30分～
午後４時30分　会場／西部公民館
●申し込み　往復はがきに、講座名、
住所、氏名、年齢、電話番号を書い
て、２月８日(金)(必着)まで、〒010-

1631新屋元町15-14 西部公民館

tel(828)4217
再就職準備 IT講習「初めてのエクセ
ル」 WindowsXP使用。マウス操作
ができ、再就職をめざす女性が対象
です。受講料1,200円(教材費ほか)。
日時／２月19日(火)・20日(水)・21日
(木)、午前10時～午後１時　会場／
サンパル秋田　定員／８人(抽選)
●申し込み　往復はがきに、講座名、
住所、氏名、年齢、電話番号を書い
て、２月７日(木)まで、〒010-0921
大町二丁目３-27 女性学習センタ
ーtel(824)7764

サンパル秋田で開きます。無料。申
し込みは、２月４日(月)午前９時から
女性学習センターへ。tel(824)7764
就職に役立つ基礎講座
コミュニケーション力や対人能力の
向上をめざします。講師は聖霊女子
短期大学講師の小林紀子さん。
対象／求職中のかた　日時／２月15
日(金)・22日(金)・29日(金)、３月７日
(金)、午前10時～11時30分
定員／先着15人
手編み簡単ベスト作り
対象／編み物の基本がわかるかた
日時／２月23日(土)、３月１日(土)・
８日(土)・22日(土)、午前10時～正午
定員／先着10人

約32㌔のみそができます。参加費
12,000円(材料費、たる代、昼食代、
温泉利用料含む)。先着各16人。
日時／２月７日(木)・21日(木)、午前
９時～午後１時30分(河辺の岩見温
泉に午前８時50分集合)
●申し込み　河辺農産加工組合の加
藤さんtel(883)2711

ＮＰＯ法人蜘蛛の糸理事長の佐藤久
男さんが「命の大切さ」と題して講
演。直接会場へどうぞ。
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